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砂利等の採取に関する規制計画　　　　　木曽川水系木曽川　（味噌川ダム）

1．　対象区間　（河川管理区間）

種別 　河川名

　幹川 木曽川

計

別添一般図表示のとおり。
（　　　）内は、堆砂測量基準測線番号である。

２．　規制の方針
(1)

(2)

　 (3) 採取期間の規制

３．　掘削基準河床及び掘削基準断面

　　　 別添縦断図及び横断図表示のとおり。

掘削基準河床高は管理開始前の元河床（平成８年測量）とする。

ダム～貯砂ダム間の貯水池は、地すべり対策工実施箇所が点在しており、また掘削に伴う汚濁拡散等、ダム管理上支障が生じる恐れがあるた
め全面禁止区域とする。

貯砂ダム上流は堆砂が進んでおり、味噌川ダム貯水池の容量保全から砂利採取を認めるものとするが、管理者の掘削計画に支障とならない範
囲とする。

砂利採取許可範囲は、永代禁漁区に指定されている。また、味噌川ダムモニタリング委員会による管理への提言として、貯砂ダム上流において
砂利の除去を行う場合には、ヤマトイワナ、アマゴ等の産卵時期に配慮することが必要であるとされており、漁協等と打合せ11月1日から翌5月
31日までの間を採取禁止期間とする。

5.153

起　　点 終　　点 延長　（Ｋｍ）

長野県木曽郡木祖村小木曽地内
（No.25+20、直轄区間境界)

長野県木曽郡木祖村小木曽地内
（No.0、ダムサイト)

5.153
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４．　禁止区域等
(1) 禁止区域

延長　（Ｋｍ）

4.267

4.267

・別添一般図表示のとおり。

(2) 保安区域

ａ．　縦断方向

・設定なし

ｂ．　横断方向

５．　掘削可能量及び採取可能量　（令和5年10月現在）

延長（Ｋｍ）

0.886

0.886 185.0

・禁止区域内に異常堆積した土砂により流下能力又は容量が不足している場合に限り、河川管理及び河川環境等への影響が生じない
範囲で採取可能とする。

・保安区域内に異常堆積した土砂により流下能力又は容量が不足している場合に限り、河川管理及び河川環境等への影響が生じない
範囲で採取可能とする。

総計

掘削可能量（千ｍ
３
）

終　　点

長野県木曽郡木祖村小木曽地内
（No.21+41　貯砂ダム)

・河岸と堆河岸と堆砂面との交点から河道中央側へ10mを保安区域とし、その点から１：１．５勾配で下る範囲内とする。

　河川名

起点 終点

幹川 木曽川

種別 河川名 摘要

木曽川

計

185.0
長野県木曽郡木祖村小
木曽地内（No.21+41）

長野県木曽郡木祖村小
木曽地内（No.25+20）

採取可能量（千ｍ
３
）

185.0

種別

　幹川

起　　点

長野県木曽郡木祖村小木曽地内
（No.0、ダムサイト)

185.0
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６．　年次別計画

流下 流下 流下 流下 流下 流下

予想量 予想量 予想量 予想量 予想量 予想量

37 16 21 37 16 21 37 16 21 37 16 21 37 16 21 185 80 105

37 16 21 37 16 21 37 16 21 37 16 21 37 16 21 185 80 105
計

年次別計画　（千m3）

木曽川

令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

終点

採取可
能量中
の許可
又は認
可の予
想量

許可又
は認可
の予定
数量

採取可
能量中
の許可
又は認
可の予
想量

河川名

区間

許可又
は認可
の予定
数量起点

採取可
能量中
の許可
又は認
可の予
想量

No.21+
41

No.25+
20

計

許可又
は認可
の予定
数量

採取可
能量中
の許可
又は認
可の予
想量

許可又
は認可
の予定
数量

採取可
能量中
の許可
又は認
可の予
想量

許可又
は認可
の予定
数量

採取可
能量中
の許可
又は認
可の予
想量

許可又
は認可
の予定
数量
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